
効果的な菌の減らし方
茨城県立水戸第二高等学校 岩間 紅葉 藤田 亜美

動機
COVID‐19の流行により手洗いに対する意識がより高まってきた現代において、日常生活レベ
ルでできる効果的な菌の減らし方（殺菌・除菌方法）にはどんなものがあるのか、最も効果
的な方法はどれか調べたいと思い、この研究をしています。
今回は、手とスマートフォンに焦点を当てて研究を進めています。

仮説
手の場合では泡洗いと消毒液を組み合わせる方法が、スマートフォンの場合では除
菌ウェットシートで拭く方法が最も効果があると考えています。

手における実験方法
①寒天培地を用いて、何もしない、泡洗い、アル
コール消毒液（濃度75％）の3種類に分けてデータ
を取る。
②右手と左手の3本指（人差し指、中指、薬指）を
10秒間培地につけ、36.0度に設定した恒温機に入
れて1日培養する。
③1日後、コロニーの数を数えて結果を比較する。

スマートフォンにおける実験方法
①寒天培地を用いて、スマートフォンを下部分と
上部分に分け区切る。下部分は何もしない状態、
上部分は除菌ウェットシートで拭く。
②マイクロピペットで蒸留水100μLを測り、ス
マートフォンの下部分にたらして白金耳で10秒間
蒸留水をぬり広げて菌を溶かす。
③蒸留水を吸い取り寒天培地に移す。そして、
36.0度に設定した恒温機で2日間培養する。
④下部分のデータを取った後、除菌ウェットシー
トで上部分を拭き、②と③の作業を行う。
⑤コロニーの数を数えて結果を比較する。
*今回はデータ不足のため結果は出ていません。

泡洗いでの数値が異常であった。
→拭き残しの水が原因で菌が増殖したこと。
手を拭く際に使用したキムワイプに菌が付着して
いたこと。

今後の展望
手の実験において、様々な方法を組み合わせて
実験をしていきたい。
スマートフォンにおいては、実験を重ねてより
たくさんのデータを取っていきたい。
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何もしない 泡洗い 消毒液

【右手の結果】

藤田 岩間

コロニーの数

消毒液が一番効果あり
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【左手の結果】
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利き手(右)に菌が多い

手の結果と考察
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